
Enabling Process Excellence.™

iGrafx による総合リスクマネージメントへの適応

コーレル株式会社 iGrafx事業部
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● J-SOXのみでなく、ガバナンス・リスク管理・コンプライアンスの幅広い
観点からiGrafxを有効活用する

● 各規制ごとに柔軟にiGrafxを活用する

● 規制に対して個々に対応するのでなく、業務プロセスを全社モデルと
位置づけ、それを有効活用することで、費用の削減を行う

● 業務プロセスの可視化と改善の基盤が企業内に構築でき、BPM 
( Business Process Management ) のPDCAサイクルが回るようになる
ことで、企業価値が大幅に高まる。

(１)iGrafxのリスクマネージメントに於ける利用価値

2



Enabling Process Excellence.™

3

time

Project 1
内部統制

B
as

ic
 In

fo
rm

at
io

n

Using iGrafx （業務プロセスの有効利用によるコスト削減）
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プロジェクトの費用と時間

Keeps Costs Lower

Project 2
ＩＴシステム

B
as

ic
 In

fo
rm

at
io

n

Project 3
P-Mark/ISO
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Project 4
オペリスク・バーゼル
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(2)業務プロセスを有効利用してプロジェクト毎の費用を削減する
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iGrafxで独自のプロパティを定義

設定された情報はExcelへ出力され、テンプレート
など、決められたフォーマットへ変換が可能

各業務に設定された
プロパティ値は図形の
周囲に表示可能

(３)iGrafx のリスクマネージメントの機能と仕組み

規制に応じた
リスク

規制に応じた
コントロール

プロパティの値は事前定義
した項目から選択が可能

事前定義した
属性は簡単に
ＲやＣなどの図
に組み込める

● パートナー様や客様が簡単にリスク内容などを定義できる汎用的な道具

業務（図形）毎にプロパティの値を設定
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業務階層毎に事前定義したリストから値を選択

プロセス図に損失シナリオ図形を配置し、
損失シナリオの属性を事前に定義

業務プロセスとリスクを特定してリスクの

シナリオを明確にする

(４)銀行向けのオペレーショナルリスク管理での適応例

● オペリスク損失シナリオの属性定義項目を設定
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(5) ガバナンス・リスク管理・コンプライアンスの統合的管理の必要性

• 近年、企業を取り巻く社会的な内部統制、リスク管理、コンプライアンスの強化の要請に対し、新たな所
管部門の設置や既存部門の管理範囲の拡大・分担といった対応を行ってきた。

• その結果各部門の対応負荷やコストの増大を招いている。

• さらに、一旦対応を行ったとしても、新たな規制が導入された場合に、さらに対応が必要となり、結果とし
て形成される内部統制、リスク管理態勢、コンプライアンス態勢の構築は、有効でない上に複雑なものに
なってしまっている例も見られる。

• このような状況に対し、規制に対し個別に対応するのではなく、ガバナンス・リスク管理・コンプライアンス
の観点で広く統合的に対応する例が見られる

株主
地域
社会

格付
機関

関係
当局

IT 法務 財務・経理 リスク管理 コンプライアンス

JSOX 不正防止
個人情報
保護

マネロン
防止

BCP 情報
セキュリティ

オペリスク

各業務部門 PWC資料を引用
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内部統制

●リスクの登録

●コントロールの登録

●業務詳細・RCMの自動出力

オペリスク

●損失リスクシナリオ

等

情報セキュリティ

●不正アクセスリスク

個人情報保護

●漏えいリスク

業務プロセスとリスクの一元管理と共有化

RISK 統制

業務 IT

規程 帳票

操作メニュー

操作画面

・業務とリスクの
所在
・リスクの種類を
切り口にした検
索と確認

（リポジトリ・サーバ）

（クライアント端末）

(6) iGrafxの統合リスク管理のイメージ



Enabling Process Excellence.™

8

(7) 各種のリスク定義

業務プロセスの全体リスク表示

RとCのカテゴリー別表示

（J-SOX 内部統制）

（オペレーショナルリスク）

（情報セキュリティー）

● リスクやコントロールの種類や定義内容を自由に簡単に設定ができる
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受注入力業務プロセス

レイヤ 1

レイヤ ２

レイヤ ３

アクティブレイヤ （レイヤ３）

レイヤ選択画面

（J-SOX 内部統制）

（オペレーショナルリスク）

（情報セキュリティー）

● レイヤで管理された規制項目ごとのリスクとコントロールを自由に引き出す

(8) 必要なリスクを階層的に管理
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（J-SOX 内部統制）

（オペレーショナルリスク）
（情報セキュリティー）

各規制項目ごとに閲覧・確認・評価ができる

「受注入力」の業務プロセス

レイヤ 1
レイヤ ２

レイヤ ３

● 規制目的に応じ評価・確認したい業務プロセスとリスク/コントロールの関係を可視化する

(9) 統合的な業務プロセスとリスク/コントロールの関係
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・ 市場や企業環境の変化に応じてダイナミックに変わる規制やリスクに素早く対応できる環
境が作れる。

・ 簡単で使い易いツールを利用することで、現場参画型のリスク管理が可能となりモチベー
ションを持った管理環境が構築できる。

・ 可視化された業務プロセスやリスクの所在などを全社的に共有することが可能となり、作業
の品質が飛躍的に高まる。

・ 全社的で統合化された環境が整うので、内部統制、オペレーションリスク、ISOなどその規制
ごとに個別に行われていた重複作業を大幅に削減することができる。その結果としてコスト
ダウンに繋がる。

・ 全社的なガバナンスやリスク管理の観点から業務の管理が可能となる。また、逆に内部統
制やオペリスクなど、各プロジェクトに応じたリスク、及び社内規定や法規定が一元化された
情報から簡単に閲覧や管理ができる。

・ 最終的に業務プロセスの可視化と改善の基盤が企業内に構築でき、BPM ( Business 
Process Management ) のPDCAサイクルが回るようになることで、作業の重複や属人化さ
れた作業が激減し企業価値が大幅に高まる。

(10) 統合的な業務プロセスとリスク/コントロール管理の利点
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本資料に関するお問い合わせは
コーレル株式会社 iGrafx 事業部までお願いします

igrafxjapan@igrafx.com

TEL:  090-6497-3941


